
29．マイクロプロセッサのミニコン

システムへの応用

立教大学筧捷彦石井博
理学部数学科KatsuhikoKakehi Hirosh1 lshii

o・ 導入．

立教大辱f峰、 ミニコンピュータHITAc-Ioと導入後、 SP5#1 ↓急初
改り、 鳥種のシステムブ･ロケラム退開礎して象だ． 畔罫稀その一つで志すSP
S判1OD世簿生実習進中に↓急使用して床だが、 この度マィクロコンどユータ控
迄ｳD(た新い》操作蔀SP6杵30D屯作製Lたので、 この操作菰につ､》て． マ
イクロコンピュータの利用壱中地に球べ3．

1 ． 操作蔦 SPS4zoD.
EPS上”lざれ3一連のシスチムデログ､ラムlこは． 津一剰用老開"SPS.1

， 静2， 将3， 判￥′ 排’ 6と、複数節'l用若用の6PS#9, #B, #ZoD,
#3opが､あ3. このう$SPS#1 13[ I ) Iﾐ蝉L<述晦sれ~zL' 3. SP
S#9, #BはNHKのコン筐ユータ犠隆でｲ漢われたもので､ある〔之， 3｡ 4]・
SPS#2oDはSPS#Bも進に、二台の中央拠麺装霊z外舞艇樟として軸

瞬鳥盤装憲迫持フ鴎令噌りぢ式‘ﾌ操j午系でぁ3．
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操作雨は園1のような蝋濯繕永となって!､で、各同辺装置は二台の中央拠遜趣
置に分散｛て柊綻されてL》弓欲論理的にはl+K湿の淀槐装置正捨っ迦麺諺一邑追
前置処運筆苞、今一フを後憲迦邇装雷込さる構成E上うていも。 ス操作顧弗11御意
罐の廻理も餉遥廻握援這ず行なう．
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園ユ. SPS科ユob論理鱗坂．

どの操ｲ乍蕊で．の処理1本こうのクラ入'こ分けgれ、 それぞれ第一種、篦二種上崎

tffWL3． 鴬二種の処遜'よ茎に葱の乗'l印君のｲ土豪の宴ｲ予同f翻訳富行に1更われ、 そ
の麺醤畢E－曙には－フの畑埋巍しが走ることが出来なし､。鰐閤｡フがが3坪琴撲
(や薯で長時間この処錘クラス哩愚項することは導健的に鋳もれ鞍L>ことにな'て
いろ。 －方箪識の編婁匹が算帖の印掌込&､フた作掌は冬端末分ら同時Iここ艶すこ上
の出来3募一葎の迦琿と Lて行孝ゎ糊3． このクラスで追れる箪詣'本累‘こあらが
じ､駒備戈ﾉｲ寸けら瓶ている晴滞貨.IT-fある．

算一葎の箪譜

標竿備詣（綿集謂）
単帖操作偏諾
監督調（紺|椎P言霊処理）
その代

算二穂ワ藁発

言諾処狸畜

算二種の備藷

剰用毛藁詫
毛の他

SPS答1○もで'さ各種っ資材に剰す3動向勺*Iｲ寸‘丁は一七刀ｲ〒惑わず， 系警賎十8奇
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に表妨た静酌む|付けに依フZぃ3．趣ｲ鉾負球のうさて"マK漁ぷ勇一悪用に割当て

てあり、 このうち約6K魂が縄象用作諭艮域上 （て便扇さ机3．鞍部学生の室密
ぐらし,だ､とご淑で＋令な大きさぷあ3力喰 しり､し牟刷のゼミ上が、我々がｲ要ウヒ

駁3とし,さきが不足する之とl之家3・勇二種の領t索につし)Z↓手8Kヤ詮が当ててあ
l) 、 最諏曹据処理恩が実行出凍3よう'之なっている叙斬し､､処握穎セ作3とざな
ど、 この大きさ'ﾐ納め3のIご－薔勇しなけれ｣やならない。 軟磁笥盤鍍彊の承1用
も兎え/唱収弓が． 言灘処廻患ばじを心､〈とし~Z､ 令詫型式の処理在中'延陞寸琶本

樹乍系では、限られた場合'こしか解昌史策とならなし､。主意己‘|穐落畳が鑓せれ↓ざ一名
よいのだが残.食庵が､B難しし､域玩があり、 マイクロつン上・ユータlこ編集印ｲ乍糞微
睡を稗す新し L1SPS#3oBが討画さ狐た．

2． マイクロコンヒPエーヲ．

マイクロコンごユータとして日立のHMC6胃。。Eｲ更うことにし起コンピ

ュタのボード上に3ごツト基ユポートっPzA(P"AP4"域1""'しf公α“瓜P血ﾙ） を
端設し、 これ- ､HZTAC-loと義信させるここ!こする． 一方マイクロコンピ

ュータも霞の尋素とす3慮合,モニタと稗すきものがR石1,ｲf国定さ"ITL>て回ぎ
わリなの-て弓 ごwil#RRHと入れ慧え-3・ た芦このモニタLとってしまもとHM

Ceざ。。に最初の箪詫過載せることが出来なくなるの･t,、 HITAc-loｲ割
ガ､gこのR八門八弓蛇'1台勺12奪さ込めるようlこした． この機繼峰箇単のためHMC

6客CCZ題して特うの了初類越定爾にしがｲ蔑記なし》。

‘言。◎の拷銃．図3. HMCRRW/l

－~T
’

－1
1

後置知霊後置
HZTAC-lo’4＞9－

フェース
HH“TooHH“Too

RAHの堵号は現鹿込4Kペイトである．

3． 縄集用料管理機犠．
鍋禦系は、 それ杉使うで編喋斜屯鶴集す3鍵集老とのインターフェースを司曹

野分（収下鍋県澆と･ﾀ‘わと、嬬巣用の料退管題し-てぃ3料警蚕鶏崎（料接理群
）か弓威っ-てし､3．編隻謁さ編集壱と‘フインターフエース-f志了から剥用老の謁
寺により殆謹の埜式のものボをえ§れろ(ex. TEC6, QEb)｡ しケL糾管
垂のかさﾀﾄ見の同じ錦鼻承永貿を弓料犠迫の上-に宝現されたり、 又その塗の金属壱
4あり、 ぅ謡諏試す＊礎外見の喫な3し､くつもの鎬鐸署かflaC､斜管逗の上--湧
く之乙＊可能Ff､"3． そこで銀鼻岡料侭蟻だけで､なくそ'ﾌ料警返濡も含めてマイ
クロコンピュータ↓こ春すごZにしだ． この錦累HHd6goo峰も時や裸のマイ
クロコンピユーヲで体を屯、 HエTRd.－【 Oから見ると編喋用糾箇建権ｵ屯とを
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って口3． マイク'ココンピユータに噂冬種の密ｲ歴年入甑力棋栽城扉ｨ寸けられzが､
こ*,gの機震の啓悪ば、 大型計箪換やミニコンピュータの兎帆込ﾋﾋべて中爽又旦璽
蛙覆への園才旦が勾大と虚言ので，、 ここでL#HMCe宮。･1二ｨ可ちかの入出力穏馨
の扉付'ブ嘩老L"を！、ご乙にした． モの鮪黒マイケロフ･ロセ､ソサーは験大連鹿でそ
の廻理を4千うこ乙に'9旨胃ので、 HMC6goO内で､並行知趨得ち行写り偽り紗Fを行ま
わず､HzTAC-1oに壷かせ可ごととした．ただ錦鼻詣からの零ボ甦拷ってし〉
3間で手')閲してHHC6て。Ol才その料'領也式のゴ､ミ典鈎を毎うて‘喝‘うで､廃品回
収鐸謝でも富3．

ト

ー弓-咳竺涌←料
領
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〃

’ 3．
厘品回収

｢－

Ｉ

回4．

L卜． 鐇集系(SPEe).

撮作爵SP5#3oDの主編集系'よsPEe-f.a3｡ 6PS､2oDにおけ3
蛎莫蔦はSPEて．あった。 SPEI#NHIくのコンヒ・ユータホ難で､便われた錦象系
[z] とほとんどl司じものず、徹底した文字単位処理の鍋其轄-t･お言。一回の才丁
鍵ポーフの鍵雌単位過議しZL’3． 入力は圃型支種と非図理文字'こ術け5j"Lてし）
て､回型支掌↓さその文掌自身の挿入迄竜味し、非図理文字'子挿入しx勺卜o4惣乍掩示t、
"m'lこして指令'ず引数なして､海3． こ,のためSPE'zlさ指令モードと斜モード迄
L,､た区号'lが悉く非常'こシンプル謝逹い易､､編莫系上寺って、､3c Lか､し文掌嘩位
'こ微す3ため、 ィ子墜位ぁ3↓) !ま複数‘子'ご対す3掬乍が､め人-,ど､ぅなの'ささけ＆れを
｡。 SPE'ご引数屯入れる問題は大変面白くし}うふ更現したL，し'よ恩うが手だ先
の車に寺3ので. SPS#3oeて．は恩し､七刀って行肇ｲ立処退の纒集系に看ん了究
3ごと･ {こした｡新しいｷ謝乍承て"は料鱈窪苓欲マイクロコンピュータイ剛‘ご湾ったた
め錦梁諾睦料警逗謡上ったｲ謬風璽退低くおき丸之力､っだのが一つの霊由了一も吾。
SPET. lさ一回の打鑓にｼ寸し料管理が畔Iざ･れ全体世しては非嘩に殉教回呼'ざれ3
ごと'こを弓。 その杙!)一回の'ﾄ間報曳換の量嘩'し､なくてすむ隈うに季3。 し",し複
数鞄壷装置を鬼L3堤合．幽霊還琶間の受人畜'水その立ち迄序､のコストが港く、 －
1画の棺頭畳が少々傘くても回教屯裁ちす方力f為効Z.寒丸ぢれろ。新い､編集潔-［“
は錦象耗のちで一仔分’ﾌ操ｨ乍退すまし蔵豊科曽逗芝呼武廿スデヲミとで回教_を鍼こ
すようにした。

SPEDのﾀﾄ見のデ､ザ．インば新だにしてもよかうたの了・あ3が塒悶の名P台もあ
ソQED抵参署に一鉾マイナー子エンジしたもつE採用Lだ。 』x前力､gパターン
の匠寺巷匙の出来ヨ錦集漂を使いたがフたこ乙も九きな遼由の一つで‐ある．
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SPE"5SPEDIこして大きく変ったのは出来3だけましめて鋸喋出来胃よう
な鑛皇のｨ土方、錦皇対象のｲ乍りち尊に変った重乙-ず．あ3うか。 一方、 目前の教主
､毒&操j乍す§時にl*、 SPEよI)吟教ｵ]鍵しを'す池が､ならず、 じ､無っだ､､恩し､が
す3．えり閲老の評ｲ⑪はSpEplz+分慣れろまて特うてからで季l,と不公平ふも
のしな3で､あみも。SpelこくgベsやEbはパターンの遼電着ん薯、誰ｲとした

令編県需が大ぎく成りも初予定したほど樋域が鋼いたわ'うで'ずなし､が3K裾から
l+K霊くsし､がｲｾの使用に固され3事になった。

5. N尭木ｲ認篝．
SPEr.は．料讐垂詫の中の排ｲt索崎の↓喚雲な榔令'さ字|心叶色襟止して劇a王里し

ていた。 SPED-t..は､ l司樺の軒令↓こうし､でを例'しが-てイクロコンピュータイ剛‘こ室
り、 マイクロコンピュータ産使うてし､3噸を81ぬ升を葎』た.するわ'づ'己はいずないの

て､： キ轍乍系内に賑水億そ系を必入するここ↓こした。 SPS#3｡plこは1 6個の
睡太億暑震が'*j 、 そ"5に対し

率
てP操1喰了操作群千うこ乙が､出

来3．絵億号篝I謬互し， 'こめ虫立して
し)てP/▽操作の鴎にﾈ夏数才憧定し

ても力､まわな‘,･ SPS操作認で

は端末の匡型鍵世塙別の脱出鍵
じしz用し)． この才7鍵Lzよ‘）その

蝶未の処蕊5えば中断されて強播索
'ご燕ろ。監督系睦劉悔営蕊処遅詫
であって禾ﾘ用考の指今僑ちとし､う
電とになる｡

今さ3偽号塞にP橦作形*子’た

徳L乙、脱出錘診t.打鍵さ札て些智詔
に鞠ヨL具合が延し､ので、 弓の脱
出鍵の効果'ェそっ処逗表が▽操作

にぶつT全ての俺署寝握雨くぎで

遅§亡§海3． 又処王診え桓身が藍

マィク、コユヒヶューダヘ

パッメータな墨侭*』

“電鈍

｜

血
↓

図5． 遅§亡§海3． 又処王野息桓身が髪

儒系↓こ倒鋳世遜すことが浅来3欲

この鴎その処霊魂域ある億塁塞渥閉じて､､3℃や味‘)具合の蒐障､事↓乙辱葛。 ど
の場合1本エラー込して知鍾ざれ言。 エラーが趣ご3とその処垂寂によって開けられて

ぃ3億号器は全て閑かれ3＊熟になってし､3。

6‘ 最後県．

メがバイト嘩位の$Z懐零号が．珍しく季‘,現在、いささか鴎ｲf錦誤白勺な霊して↓＊

83が、 これ（瑛旅で．あるので．致し方な‘,。 患Lようで､は、 B乍今の各程コィクロ

デ．ペイスの長足の進歩lこ対してl*力､Lうて魯軽で．よ‘,と令書える。鬼も負も、錦
集用作業領域が増九危劣だけ鱒築作業峰熱毫孝'た。 兇の一方で‘前がのよう'豆、
錫臭素の外見のデザイン甦誕掌卑位型式力､らｳf単位型式にみめた事で、 赤l)用老か
ら7レームボイ寸け§れた。筆名の老えではど､ちsの型式承鍵か拍勺'這擾れて､､忍乙
もきゑな､､の了-奉り嶋定の縄皐系の剥鼠↓ここだわ3鳶唾な‘,、かんって兎うした
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こだヤリ'さ、塒定のデ､ザ．インと曇比率l lこ重け入れ3蔓'亘尋ざ‘-うで､、 吃れよI)は、

雨毛の良いgl. 浅く壬‘,所t*<l,L1尋て竜用す百重がよ‘,と腿hれ3｡幕老磐厚
'､す~柾の鑛集系を侭フー乙一'ても． ごこ'寺号'lの#っな§も，と華'乙出葬3rgiZと駐
つ-てイライ弓し毒が言ｲ更ってい3． こうした茅E老える乙奉々の操ｲﾉP話でSPg
b芦けでな<SPEモ健込$ようlこして市きたいとz3-Z~E3.

第二種｡領域'こつ‘'て'守蟄初予想した↓¥ぜ．広げ･ユ車!さ出来をかつた状浮動lI、
數糞廼涯蔦士操作郡麹止升Z出来た車'寺大令動けと寺フだ． しかし灘二種につ‘’
ては垂行遮麹の也蕊な‘，”が・や↓さり大分葱L"o

新システムの愚入が融かし ‘､現在、 当分この換棹ず．ｲ予小なくて1≠なgな‘,、 そ
の録合今維の鐸廻魅して'さ、

1． 藻二葎‘ﾌ処逼進並4〒処躍可能にす3．

2． 1也の針単犠迄の傭秘史橦手厳t粥LX.

3． 二易趣乙惟考量退爺や了．
¥、 その伯，

が患LSれ3．

鷺二¥Wの処鍾E塾備拠翠きせ3事駐永気の諦迩で-お芯が、大零量のRAMが芋
軽'ご入手出象3現在.室私を隠し'て畠速で散俺域内乙入丸稽凡の出来z錠1．を准霊に
つし､て*鈴t中であ3．

現私の鍵審繊熊中． イセの計算緯この‘崎祇交槙↓こ利用出豪3ものは難チーフ・だけ
であ8． こ､+､,意け-.曄不向由牟のて＊フ迄他の備誕蕊換手段を組山討た‘,、毒し、
マイクロコンピユー勺勾苓昼ずい3 1 ’3な權謡が寺ｲ遥'ご入手出発＄ので､fれらの
うち利用出来そう琴ものじし元感、 モデム，感量テーア装遷， カセット毛亀島
テープ・装迅才一デイオカ色ツト磁晟テープ・篭墨，軟礎笠鰹媛置， ，1,軟醗長墾糎
竃‘磁是盤装置箪力ぐぁ3． モヂムモ91にす収'ざ、 どれも二次ﾔ乙惟の拡大悶趣とも
刀､sか。 オーデ・イオカセ､ツト兎甚鳧予一フ，援冠Iｷ、 （せ”マイクロコンピュータと

の‘傭和交換に洞交力了窃言斌一鰹の大謹針箪繊”才軽じ詮”愚金庫刷りも‘,が,弊
零丁~虜3う．

二次誕縫の巧号‘言ついて体現在外人同鴎にｨ正うよう轟蝿食作堂用二次髄捲域
の不足が回立つ． これも畢急'こ手追うぢた‘､問題の一つでぁ3．
景憾lこ3ビットゆでイクロープロセッサー1こつ‘'て↓ま､識々のｲ蔑印の&た】ものが
患罐計箪に麩雀紋毒していて.､tのゑあ拳')1aL、良くは辱'､． しかし今悼1 6ビッ
トのものが出庫ミよう瞳を収ぱそ’ｬL莎承の主知垂篭置諺して位圏ｨ寸けるきも可能
ｳ､もしれな$､。今惟'さモラLだものの踊捧も憲丸なが､弓蕊噌魏大して↑〒逗遙‘,．

論t辞

SPS＃2op， 杵3oB抵作3機金をちえ,て下さった、島内剛一教-捷限穐油可
いたし素す． そ耽か弓、 そ狐寵でせっかく恵習した編掌穎SPE"SPEBIご雀

って戸遥っている迂初冒注の悪さ人.,にもSPEbt'､こ手<受けハオ《夛て &'ただし鱈た
こ乙毛塵瀦いたします。
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本 PDF ファイルは 1980 年発行の「第 21回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


